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議案番号 案　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

請願番号 案　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

《令和５年 第 2 回定例会の議決結果》

同意第３号

同意第２号

報告第８号

報告第７号

報告第６号

報告第５号

報告第４号

報告第３号

報告第２号

議案第　号36

議案第　号38

議案第　号39

議案第　号40

議案第　号37

議案第　号41

議案第　号42

専決処分の承認について（令和４年度鳴門市一般会計補正予算（第９号））

専決処分の承認について（令和５年度鳴門市一般会計補正予算（第１号））

令和５年度鳴門市一般会計補正予算（第２号）

令和５年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第１号）

専決処分の承認について（鳴門市税賦課徴収条例の一部改正について）

鳴門市火災予防条例の一部改正について

鳴門市青少年会館条例及び鳴門市市場・川崎児童館条例の一部改正について

継続費繰越計算書について（令和４年度鳴門市一般会計予算）

繰越明許費繰越計算書について（令和４年度鳴門市一般会計予算）

繰越計算書について（令和４年度鳴門市水道事業会計予算）

繰越計算書について（令和４年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算）

繰越計算書について（令和４年度鳴門市下水道事業会計予算）

弾力条項の適用について（令和４年度鳴門市モーターボート競走事業会計）

専決処分について（損害賠償の額の決定）

副市長の選任について

農業委員会委員の任命について

承　　認

原案可決

承　　認

原案可決

報　　告

同　　意

同　　意

請願第７号

請願第６号 「物価高騰に見合う生活保護基準の引き上げを求める」意見書を国へ送付
することを求める請願書

うずしおロマンチック海道及び彫刻公園整備等に関する請願書

継続審査 生活福祉

不 採 択 産業建設

予算決算

総務文教

予算決算

産業建設

請願の処理

継続審査とは ・・・継続審査とは ・・・

　本来、議会に付議された案件は、その会期中に限り審議が可能となります。しかし、審議する案

件の中には、当該会期中に結論を得るに至らず、しかも、会期延長をしてまで結論を出す緊急性が

ない場合があります。このような場合に例外的に継続して審査することが認められています。

　具体的な手続きとしては、案件の付託を受けた委員会が継続審査を決定し、本会議において閉会

中の審査を行う特定事件として議決をすることにより可能となります。特に期限を付さないときは、

次の定例会までが審査期限となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

豆知識豆知識
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人 事 案 件
〔同意第２号〕
●副　　市　　長 谷　　重幸  氏  （撫養町）

たに　　　　しげゆき

〔同意第３号〕
●農業委員会委員

高田　吉敏  氏  （里浦町）
たか  た よしとし

石園　順市  氏  （大麻町）
いしぞの じゅんいち

小林　幸男  氏  （大麻町）
こばやし ゆき  お

井上　富夫  氏  （大麻町）
いのうえ とみ  お

小川　　佳  氏  （瀬戸町）
お  がわ よしみ

川添　誠司  氏  （大津町）
かわぞえ せい  じ

西川　公昭  氏  （大津町）
にしかわ きみあき

中井　　弘  氏  （里浦町）
なか  い ひろむ

西川　美鈴  氏  （大麻町）
にしかわ み  すず

竹村　　昇  氏  （大麻町）
たけむら のぼる

稲木　伸顕  氏  （撫養町）
いな  ぎ のぶあき

大西　善郎  氏  （北灘町）
おおにし よしろう

粟田　和美  氏  （大津町）
あわ  た かず  み

杉本　英昭  氏  （大津町）
すぎもと ひであき

林　　博子  氏  （里浦町）
はやし ひろ  こ

里美　廣治  氏  （大麻町）
さと  み ひろ  じ

藤江　厚子  氏  （大麻町）
ふじ  え あつ  こ

向　　栄治  氏  （鳴門町）
むかい えい  じ

濱堀　秀規  氏  （大津町）
はまほり ひでのり

海山　貞佳  氏  （大津町）
かいざん さだよし

議員表彰

　第 99 回全国市議会議長

会定期総会において、１

名の議員が特別表彰を受

賞されました。　　　　

　また、第 85 回四国市議

会議長会定期総会におい

て、６名の議員が特別表

彰を、１名の議員が一般

表彰を受賞されました。

全国・四国
特別表彰【      】

〈20年以上在職議員〉〈36 年以上在職議員〉〈32 年以上在職議員〉
【四国・特別表彰】

〈３年以上正副議長〉
【四国・一般表彰】

〈28 年以上在職議員〉〈28 年以上在職議員〉〈24 年以上在職議員〉
【 四 国 ・ 特 別 表 彰 】

秋岡 芳郎 議員
あきおか　よしろう

佐藤 絹子 議員
 さ とう　きぬ こ

藤田 茂男 議員
ふじ た　 しげ お

東　 正昇 議員
あずま　　まさのり

三津 良裕 議員
 み　つ　 よしひろ

野田 粋之 議員
 の　だ　 きよゆき

橋本 国勝 議員
はしもと　くにかつ
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委員会審査

総
務
文
教
委
員
会

●
議
案
第
37
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て︵
鳴
門
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
︶　

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
で

あ
り
、
事
務
執
行
上
、
急
を
要
し
た
こ
と
か
ら
専
決
処
分
し
た
た
め
、
議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林
環

境
税
の
課
税
に
先
行
し
て
、
令

和
元
年
度
よ
り
譲
与
さ
れ
て
い

る
が
そ
の
財
源
は
。

令
和
元
年
度
は
譲
与
税
特
別
会

計
に
お
け
る
借
入
金
に
よ
り
対

応
し
、
以
降
、
令
和
６
年
度
ま

で
は
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構

の
公
庫
債
権
金
利
変
動
準
備
金

を
活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
４
年
度
は
、
本
市
に
お
い
て

は
８
３
３
万
４
０
０
０
円
が
譲
与
さ
れ
た
。

都
道
府
県
・
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
額
は
ど
の
よ

う
に
算
出
さ
れ
る
の
か
。

私
有
林
人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数
、
人
口
に
よ
り
按
分
し
、
国
か

ら
譲
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
使
途
に
つ
い
て
は
、
間
伐
、
人

材
育
成
・
担
い
手
確
保
、
木
材
利
用
促
進
、
普
及
啓
発
な
ど
に
限
定
さ

れ
て
い
る
。

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

生
活
福
祉
委
員
会

●
請
願
第
６
号

     ﹁
物
価
高
騰
に
見
合
う
生
活
保
護
基
準
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
﹂意
見
書
を
国

　
へ
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

物
価
高
騰
が
国
民
の
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
物
価
高
騰
に
見

合
っ
た
生
活
保
護
基
準
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
を
国
へ
送
付
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
。

平
成
25
年
～
平
成
27
年

の
生
活
保
護
基
準
の
引

き
下
げ
に
関
す
る
取
消

訴
訟
の
状
況
は
。

（
参
考
人
）
令
和
５
年

６
月
末
時
点
で
、
11
地

方
裁
判
所
で
勝
訴
。
す

べ
て
高
等
裁
判
所
に
控

訴
さ
れ
て
お
り
、
う
ち

１
件
は
控
訴
審
判
決
で

原
告
の
逆
転
敗
訴
が
決

ま
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
基
準
の
実
質
的
引
き
下
げ
は
多
く
の
人
に
影
響
が
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
も
踏
ま
え
て
地
方
自
治
体
の
姿
勢
を
示
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が

あ
る
た
め
、
継
続
審
査
と
し
た
い
。

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
意
見
︼

︻
意
見
︼
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委員会審査

産
業
建
設
委
員
会

●
請
願
第
７
号

　
う
ず
し
お
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
海
道
及
び
彫
刻
公
園
整
備
等
に
関
す
る
請
願
書　

　

令
和
５
年
３
月
に
閉
鎖
と
な
っ
た
「
う
ず
し
お
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
海
道 

彫
刻
公
園
」

　

の
復
活
整
備
と
維
持
管
理
な
ど
を
求
め
る
も
の
。

予
算
決
算
委
員
会

●
議
案
第
39
号

　
令
和
５
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

　

国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
促
進
施
策
と
し
て
実
施
す
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

　

ト
事
業
や
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
事
業
、
学
校
づ
く
り
計
画
推
進
事
業
な

　

ど
に
要
す
る
費
用
の
増
額
に
よ
り
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
９
２
５
万
６

　

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
９
７
億
２
８
２
２
万
５

　

０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

本
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
込
み
支
援
の
状
況
は
。

令
和
２
年
７
月
～
令
和
５
年
５
月
で

１
万
９
３
９
７
件
の
支
援
。
そ
の
う

ち
、
第
１
弾
が
６
０
３
７
件
、
第
２

弾
が
１
万
３
３
６
０
件
。

全
国
的
に
発
生
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
本
市

の
状
況
は
。

本
市
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
関
係
事
業

者
と
連
携
し
、
速
や
か
に
再
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
問
題
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
支
援
業
務
に

つ
い
て
は
、
支
援
員
で
あ
る
市
の
職
員
が
申
請
者
と
と
も
に
端
末
の

画
面
を
確
認
し
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
口
座
情

報
の
登
録
や
他
人
へ
の
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は
発
生
し
て
い
な
い
。

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
質
疑
︼

︻
答
弁
︼

︻
意
見
︼

︻
意
見
︼

︻
意
見
︼

彫
刻
を
撤
去
す
る
際
の
費
用
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
、
設
置
者
の
責
任
で
撤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
す
る
と
な
る
と
地
域
で
費
用　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
の
出
資
で
設
置
さ
れ
た
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
や
、
作
者
が
設
置
し
た
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
者
や
作
者
に
彫
刻
を
設
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
際
の
状
況
に
つ
い
て
、
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
者
が
誰
か
と
い
う
こ
と
を
含　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
て
調
査
・
聞
き
取
り
を
行
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彫
刻
公
園
の
復
活
・
管
理
・
Ｐ
Ｒ
を
す
べ
て
市
に
行
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
請
願
の
趣
旨
に
は
無
理
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彫
刻
公
園
は
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
経
費
が
か
か

る
こ
と
を
理
由
に
廃
止
と
判
断
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
国
へ
の

働
き
か
け
な
ど
を
行
え
ば
存
続
で
き
る
と
思
う
。　
　
　
　
　

彫
刻
の
中
に
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
踏
み
に
じ
ら
な
い
よ

う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



６６

新
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

  ﹁
に
ゃ
る
ひ
げ
﹂

一　般　質　問

代　表　質　問
❶小西　　努 ( 会派　潮 )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ 婚活支援について

　 ⑵ ＴＮＲ活動について

2．観光行政について
　 ⑴ 大鳴門橋自転車道開通後の対応

　　 について

　 ⑵ 観光客の誘致について

3．広報戦略について
　 ⑴ 新イメージキャラクターについて

　 ⑵ 鳴門市KoHoさん事業について

❷秋岡　芳郎 ( 会派　創心クラブ )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ 第七次鳴門市総合計画について

　 ⑵ 鳴門市自治基本条例について

　 ⑶ 鳴門市行財政改革計画～シン・

　　 スーパー改革プラン～について

❸宅川　靖次 ( 会派　平成なると )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ 空き家対策について

　 ⑵ 都市公園と児童遊園の管理に

　　 ついて

❹東谷　伸治 ( 会派　ナルト地方創生会 )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ アウトドアを楽しめる場所の整備

　　 について

　 ⑵ 市道の管理について

2．環境行政について
　 ⑴ し尿・浄化槽汚泥の処理について

3．消防行政について
　 ⑴ 消防力の現状と勤務体制等について

❺高麗　裕之 ( 会派　未来 )
1．市長の政治姿勢について
　 ⑴ コロナ禍後の観光について

2．スポーツによる賑わいの創出
　  について
　 ⑴ スポーツによる地域活性化

　　 について

　 ⑵ 鳴門市市民会館について

❻前田ナツ子 ( 会派　公明党 )
1．子育て支援について
　 ⑴ 保育事業について

2．福祉行政について
　 ⑴ 帯状疱疹ワクチン接種について

　 ⑵ 新型コロナウイルス感染症対策

　　 について

代
表
質
問

感
動
的
な

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
を

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

ルート上にある絶景スポット
四方見展望台

問
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
を
検
討
し

て
い
る
ル
ー
ト
の
調
査
状
況
は
︒　
　

答
現
在
、
県
が
調
査
を
進
め
て
い
る
市

内
を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
は
、
整
備
予
定

の
大
鳴
門
橋
自
転
車
道
を
起
点
と
し
て

鳴
門
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
通
り
国
道
11
号

や
県
道
42
号
瀬
戸
撫
養
線
を
経
由
し
、

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
Ｕ
Ｚ

Ｕ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
を
終
点
と
す
る
ル
ー
ト

の
ほ
か
、
県
道
11
号
鳴
門
公
園
線
や
市

道
土
佐
泊
浦
黒
山
三
ツ
石
線
を
通
り
、

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
前
や
小
鳴
門

大
橋
、
県
道
42
号
瀬
戸
撫
養
線
を
経
由

し
同
じ
く
Ｕ
Ｚ
Ｕ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
を
終
点

と
す
る
２
つ
の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。  

さ
ら
に
、
岡
崎
海
岸
な
ど
を
通
る
鳴
門
・ 

徳
島
サ
イ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ン
グ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ー
ド
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
、  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
か
ら
調 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

査
の
実
施 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
検
討
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
と
伺
っ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
。
渡
船
を
活
用
し
た
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
渡
船
が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
魅
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
意

見
も
あ
る
一
方
で
、
利
用
者
の
減
少
や

船
舶
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、

今
後
渡
船
の
運
航
管
理
事
業
の
あ
り
方

と
併
せ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。  　

問
新
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
に
ゃ

る
ひ
げ
﹂
の
今
後
の
展
開
は
︒　
　
　

答
現
在
発
表
し
て
い
る
基
本
デ
ザ
イ
ン

に
加
え
て
、
各
事
業
の
特
徴
を
捉
え
た

新
た
な
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
作
者
の

川
久
保
氏
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。
協

議
が
整
え
ば
、「
に
ゃ
る
ひ
げ
」
を
チ
ラ

シ
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
掲

載
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
各
事
業
の
啓
発
と
し
て
配
布

す
る
物
品
に
、「
に
ゃ
る
ひ
げ
」
の
使
用

を
検
討
す
る
な
ど
、
市
民
に
は
改
め
て

自
分
が
住
む
本
市
の
こ
と
を
考
え
、
愛

着
を
持
つ
契
機
と
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
市
外
の
方
に
も
本
市
に
興
味
を

持
ち
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
し
て

い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
派　
潮

小
西　
　

努

こ　

に
し

つ
と
む
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第
七
次
鳴
門
市
総
合
計
画

鳴
門
市
自
治
基
本
条
例

シ
ン
・
ス
ー
パ
ー
改
革
プ
ラ
ン

第七次鳴門市総合計画

問
新
し
く
策
定
し
た
第
七
次
総
合
計
画

の
将
来
都
市
像
と
コ
ン
セ
プ
ト
は
︒　

答
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
、
持
続

的
に
発
展
し
て
き
た
可
能
性
あ
ふ
れ
る

鳴
門
市
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
、
未
来
へ

つ
な
い
で
い
く
強
い
思
い
を
持
ち
、
県

内
随
一
の
子
育
て
応
援
都
市
に
生
ま
れ

変
わ
る
た
め
の
取
組
や
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
エ
リ
ア
の
整
備
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

の
思
想
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
あ
ら
た
な

な
る
と
」
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

と
の
思
い
を
込
め
、
将
来
都
市
像
は
「
ひ

と
が
輝
き　

持
続
可
能
な
未
来
を
ひ
ら

く 
 

あ
ら
た
な 

 

な
る
と
」
と
し
た
。

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援
・
取

り
組
み
の
現
状
は
︒　
　

   　
　
　
　
　

答
自
治
会
な
ど
へ
の
加
入
率
低
下
は
深

刻
な
状
況
で
あ
る
。
地
域
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な

支
援
や
加
入
促
進
に
つ
な
が
る
情
報
発

信
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
企
業
と
連

携
し
、
退
職
者
の
地
域
活
動
へ
の
参
加

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。  　
　
　
　

問
大
規
模
事
業
に
備
え
る
た
め
︑
新
た

な
行
財
政
改
革
が
必
要
︒
堅
実
な
財
政

運
営
に
向
け
た
基
金
残
高
の
確
保
︑
財

政
基
盤
の
強
化
に
対
し
て
の
施
策
は
︒

答
こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た

行
財
政
改
革
の
流
れ
を
踏
襲
す
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
新
庁

舎
建
設
を
契
機
と
し
た
未
来
投
資
型
施

策
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
た
な
歳
入
確
保
策
や
歳
出
抑
制
策
の

実
施
に
加
え
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
基
金
残
高
の
確
保
や
、
よ
り
有

利
な
市
債
の
活
用
な
ど
の
取
組
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
的
な
財
政
基

盤
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。 　
　
　
　

会
派　
創
心
ク
ラ
ブ

秋
岡　

芳
郎

あ
き 

お
か

よ
し 

ろ
う

空
き
家
の
現
状
と

　
　
　
　
　
今
後
の
対
策

都
市
公
園
の
管
理

うずしおふれあい公園の遊具

問
危
険
な
空
き
家
は
ど
の
程
度
あ
る
の

か
︒ ま
た
︑ 今
後
の
空
き
家
対
策
は
︒　

 

答
空
家
等
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
、
現

地
で
倒
壊
の
危
険
度
が
判
別
で
き
る
空

き
家
の
数
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
１
３

５
９
戸
増
え
、
令
和
３
年
度
が
２
７
６

１
戸
と
な
り
、
こ
の
う
ち
倒
壊
の
危
険

性
が
高
い
空
き
家
は
１
０
１
戸
で
あ
っ

た
。
今
後
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
末
に
改
定
し
た
鳴
門
市
空
家
等

対
策
計
画
に
基
づ
き
、
所
有
者
な
ど
が

責
任
を
持
っ
て
資
産
を
管
理
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
は
、
空

き
家
の
現
地
確
認
を
行
い
、
所
有
者
な

ど
に
対
し
て
適
正
管
理
を
促
し
て
い
る
。

ま
た
、
相
続
を
契
機
と
し
て
空
き
家
が

発
生
し
解
決
が
困
難
な
事
例
に
発
展
す

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
来
年
４
月
の
改

正
不
動
産
登
記
法
の
施
行
に
伴
う
相
続

登
記
の
義
務
化
な
ど
に
つ
い
て
、
所
有

者
な
ど
へ
周
知
・
啓
発
を
行
う
。
そ
の

ほ
か
、
地
区
を
限
定
し
た
試
験
的
な
取

り
組
み
を
検
討
す
る
な
ど
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

徳
島
県
空
き
家
問
題
解
決
支
援
セ
ン

タ
ー
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

危
険
な
空
き
家
や
特
定
空
家
な
ど
に
な

る
前
に
解
決
に
至
る
よ
う
な
効
果
的
な

事
業
推
進
に
努
め
る
。　

 
 

　
　
　
　

問
市
が
管
理
し
て
い
る
都
市
公
園
の
管

理
体
制
と
維
持
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
︒　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　

答
都
市
公
園
内
に
設
置
さ
れ
た
遊
具
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
に

職
員
が
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
日
常

的
な
状
況
把
握
を
近
隣
住
民
に
お
願
い

し
て
お
り
、
遊
具
に
不
具
合
が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
市
が
修
繕
ま
た
は
撤

去
す
る
。
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
公

園
な
ど
が
周
辺
住
民
の
憩
い
の
場
で
あ

り
、
相
互
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
地
元
の
方
々
と
も
話
し

合
い
な
が 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
、
よ

り 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
い
環
境 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
る
よ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
適
切
な 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

維
持
管
理 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
努
め
る
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
派　
平
成
な
る
と

宅
川　

靖
次

た
く 

か
わ

や
す　

じ
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質
問

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の
促
進

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理

は
し
ご
車
の

　
　
　
効
率
的
な
運
用
を

令和２年９月に閉館した市民会館

問
モ
ン
ベ
ル
と
の
協
定
締
結
を
契
機
に

ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
め
る
場
所
を
整
備

し
て
は
ど
う
か
︒　
　
　
　
　
　
　
　

答
今
年
度
よ
り
「
な
る
と
満
喫
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
事
業
」
に
着
手
し
て
い
る
。
ア

ウ
ト
ド
ア
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
施

設
整
備
の
可
能
性
は
十
分
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
に
つ
い

て
搬
入
量
が
微
増
し
て
い
る
が
問
題
は

な
い
の
か
︒
ま
た
︑
浄
化
槽
汚
泥
の
収

集
に
つ
い
て
地
区
の
担
当
制
は
導
入
し

な
い
の
か
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
量

は
令
和
４
年
度
が
約
２
万
７
２
０
０
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
稼
働
率
は
約
93
・
５
％
。

年
間
を
通
じ
て
計
画
的
な
処
理
に
努
め

て
い
く
。
地
区
担
当
制
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
の
設
置
状
況
な
ど
の
把
握
が
容

易
に
な
る
一
方
、
適
正
な
料
金
水
準
の

確
保
や
業
務
の
質
な
ど
の
担
保
が
で
き

な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
は
し
ご
車
の
購
入
費
︑
維
持
管
理
費
︑

活
用
実
績
は
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
配
備
後
28
年
が
経
過
し
て
い
る
。
購

入
費
は
約
１
億
２
４
０
０
万
円
。
維
持

管
理
費
は
年
次
点
検
に
約
80
万
円
と
４

年
ご
と
の
中
間
検
査
に
約
４
０
０
万
円
、

７
年
ご
と
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
に
約
３

０
０
０
万
円
。
建
物
火
災
に
３
件
出
動

実
績
が
あ
る
。 　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

観
光
復
活
に
向
け

　
　
　
　
最
大
限
の
強
化
を

市
民
会
館
に
代
わ
る

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を

問
全
国
旅
行
支
援
の
影
響
で
観
光
客
の

回
復
傾
向
が
見
ら
れ
︑
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
回
復
し
て
い
る
︒
観
光
客
の
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
︒

ま
た
︑
観
光
需
要
の
回
復
に
向
け
︑
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
︒ 

答
観
光
客
の
現
状
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、
渦
の
道
な
ど
、
市

内
観
光
施
設
の
平
均
入
り
込
み
客
数
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
８
年
比
で
約
１

０
９
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
２
０

２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
や
大

鳴
門
橋
自
転
車
道
開
通
に
よ
り
、
観
光

客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
先
を
見
据

え
た
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。  

　
　
　

要
望
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
は
大
き
い
。

観
光
復
活
へ
最
大
限
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

問
市
民
会
館
は
長
年
市
民
に
活
用
さ
れ

て
き
た
施
設
だ
が
︑
取
り
壊
し
と
な
り
︑

跡
地
に
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
て
い
る
︒

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
市
民
会
館
に
代
わ
る
新
た

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
建
設
す
る
の
か
︒

答
市
民
会
館
は
、
59
年
間
利
用
さ
れ
て

き
た
が
、
令
和
２
年
９
月
に
閉
館
し
た
。

閉
館
後
は
、
鳴
門
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

や
ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー
ホ
ー
ル
、
健
康
福

祉
交
流
セ
ン
タ
ー
、Ｕ
Ｚ
Ｕ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

な
ど
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
が
停
滞
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。
新
た
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
後
期
計
画
に
基
づ
き
整
備
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。  　
　
　

要
望
市
民
会
館
に
代
わ
る
施
設
は
、Ｕ
Ｚ

Ｕ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
が

設

置

さ

れ

て

い

る

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
の
駐
車
場
が
よ
い

と
考
え
る
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
派東

谷　

伸
治

ひ
が
し
だ
に

し
ん　

じ

ナ
ル
ト

地
方
創
生
会

会
派　
未
来

高
麗　

裕
之

こ
う 

ら
い

ひ
ろ 

ゆ
き



９９

今
後
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

代
表
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

不
適
切
な
保
育
の

　
　
　
現
状
と
未
然
防
止
策

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
助
成
金
の
導
入

問
近
年
︑
保
育
園
に
お
け
る
不
適
切
な

保
育
・
虐
待
な
ど
が
相
次
い
で
報
道
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
︒
保
育
現
場
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
事
態
が
起
き
て
い
る
︒
不
適
切
保
育

の
現
状
と
防
止
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
︒

答
国
の
実
態
調
査
と
本
市
独
自
の
調
査

の
結
果
、
本
市
で
は
不
適
切
な
保
育
は

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
未
然
防
止
策
と

し
て
は
、
職
員
を
対
象
と
す
る
相
談
事

業
や
保
育
士
確
保
の
た
め
の
給
付
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
も
、
市
内
保

育
施
設
の
環
境
改
善
の
た
め
の
支
援
を

継
続
す
る
ほ
か
、
保
育
士
な
ど
に
対
す

る
啓
発
を
行
い
、
保
護
者
が
安
心
で
き

る
適
切
な
就
学
前
教
育
・
保
育
環
境
を

整
え
て
い
く
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発
症
す

る
と
い
わ
れ
る
帯
状
疱
疹
を
予
防
す
る

た
め
に
は
︑
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
効
果
的

で
あ
る
︒
接
種
費
用
が
高
額
で
あ
る
た

め
一
部
を
助
成
す
る
考
え
は
︒ 　
　
　
　

答
国
の
厚
生
科
学
審
議
会
な
ど
で
、
定

期
接
種
化
の
是
非
な
ど
に
つ
い
て
検
証
・

評
価
が
継
続
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

国
の
協
議
内
容
や
他
の
自
治
体
の
状
況

な
ど
を
注
視
し
て
い
く
。  

　
　
　
　
　

問
５
類
感
染
症
に
移
行
し
て
以
降
︑
感

染
者
が
増
加
し
て
い
る
︒
今
後
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
取
り
組
み
と
後
遺
症
へ
の

対
応
は
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
国
は
令

和
５
年
度
の
一
年
間
は
特
例
臨
時
接
種

の
位
置
づ
け
を
延
長
し
、
対
象
者
全
員

無
償
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
後
遺
症
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
は
、
後
遺
症
に
苦
し
ん
で

い
る
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
相
談

窓
口
を
設
置 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
お
り
、  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
内
容
に 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
じ
て
、
よ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
専
門
的
な 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
の
相
談
窓 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
や
専
門
の 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
機
関
な 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
を
案
内
し 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
派　
公
明
党

前
田
ナ
ツ
子

ま
え　

だ

な　

 

つ　

 

こ

個　人　質　問
❶長濱　賢一
1．人口減少対策について
　 ⑴ 鳴門市人口ビジョン2020策定後

　　 の人口動態について

2．地域資源を生かした観光のまち
　  づくりについて
　 ⑴ 本市観光の現状と課題について

　 ⑵ 国・県の観光に関する法や条例と

　　 本市の観光計画について

　 ⑶ 第七次鳴門市総合計画・都市計画

　　 マスタープランにおける観光の

　　 まちづくりについて

❷八木　　亨
1．大麻大型共同作業場について
　 ⑴ 取り組み内容について

　 ⑵ 築年数について

 　⑶ 使用実績について

❸三津　良裕
1．鳴門の戦争の歴史について
　 ⑴ 歴史の継承について

　 ⑵ 宝塚海軍航空隊予科練習生救助

　　 顕彰碑の保存・管理等について

　 ⑶ 小中学校での平和教育について

2．農業行政について
　 ⑴ 鳴門市農業振興計画について

❹上田　公司
1．子育て支援について
　 ⑴ なるとまるごと子育て応援パッケ

　　 ージ事業について

　 ⑵ 子どもはぐくみ医療費助成制度に

　　 ついて

2．国民健康保険制度について
　 ⑴ 保険料について

3．クリーンセンターについて
　 ⑴ 維持・管理について

個
人
質
問

～ 一般質問の模様 ～
〈2023 年６月 19 日〉
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個
人
質
問

鳴
門
市
の
人
口
動
態

地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

問
本
市
の
本
年
４
月
推
計
人
口
は
５
万

２
６
７
９
人
で
︑
鳴
門
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
０
で
２
０
２
５
年
の
経
過
目

標
と
し
て
い
る
５
万
３
６
０
０
人
を
す

で
に
下
回
り
︑
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
４

０
年
の
目
標
人
口
４
万
５
０
０
０
人
を

大
き
く
下
回
る
︒
本
市
の
人
口
動
態
の

現
状
と
課
題
は
︒  　
　
　
　
　
　
　
　

答
本
市
人
口
の
自
然
動
態
は
、
２
０
２

０
年
４
８
２
人
減
、
２
０
２
２
年
６
３

８
人
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
出
生
数
に

つ
い
て
は
、
な
る
と
ま
る
ご
と
子
育
て

応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
を
開
始
し
た
令

和
４
年
度
の
出
生
者
数
は
７
人
増
と
な

り
、
施
策
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
。
社

会
動
態
は
、
２
０
２
０
年
２
３
４
人
減
、

２
０
２
２
年
86
人
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

令
和
６
年
度
社
会
動
態
を
１
２
８
人
減

ま
で
抑
制
す
る
と
の
目
標
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
２
年
は
当
該
数
値
目
標
を
上

回
っ
て
い
る
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
を
境

と
し
た
人
口
動
態
の
変
化
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
注
視
す
る
。　
　
　
　
　
　

問
第
七
次
総
合
計
画
・
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
目
指
す
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
と
は
︒
ま
た
︑
そ
の
計
画
は
︒  　

答
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
増
加
を
見
据

え
、
第
七
次
総
合
計
画
に
て
「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
観
光
消
費
額
の
向
上
に
つ
な

が
る
滞
在
型
観
光
や
情
報
発
信
の
強
化
、

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
な
ど
、
受
入

環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。
第
七
次

総
合
計
画
の
計
画
最
終
年
度
で
あ
る
令

和
８
年
度
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
を
上

回
る
３
２
０
万
人
の
観
光
入
り
込
み
を

目
指
す
。
さ
ら
に 
　
　
　
　
　
　
　
　

効
果
的
に
観
光
振 
　
　
　
　
　
　
　
　

興
を
推
し
進
め
る 

　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
に
、
観
光
振 

　
　
　
　
　
　
　
　

興
計
画
の
策
定
や 

　
　
　
　
　
　
　
　

観
光
振
興
条
例
の 

　
　
　
　
　
　
　
　

制
定
も
検
討
す
る
。  

　
　
　
　
　
　
　

要
望
本
市
の
さ
ま 

　
　
　
　
　
　
　
　

ざ
ま
な
計
画
は
、
最
大
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
対
策
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
上
位
計
画
で
自
然
環
境
を

活
か
し
た
観
光
ゾ
ー
ン
と
し
た
瀬
戸
町

の
市
道
中
島
田
室
線
の
復
旧
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。  　
　

大
麻
大
型
共
同
作
業
場
の

　
　
　
現
状
と
雇
用
の
創
出

大麻大型共同作業場

振
興
と
雇
用
創
出
に
寄
与
し
て
き
た
。

最
盛
期
に
は
50
人
を
超
え
る
雇
用
を
創

出
し
て
い
た
同
作
業
場
だ
が
、
現
在
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
・
機
械
器
具
の
設
計
・
製

造
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
が
利
用
し
て

お
り
、
数
名
の
雇
用
に
留
ま
っ
て
い
る
。

地
域
の
産
業
振
興
と
雇
用
確
保
と
い
っ

た
本
来
の
設
置
目
的
を
踏
ま
え
る
と
、

そ
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、
十
分
で

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
は
、
県
内
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
連
産
業
が
集

積
し
て
い
る
強
み
を
活
か
し
、
現
在
の

事
業
者
と
の
協
業
に
よ
り
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
る
企
業
の
誘
致
を
図
る
な
ど
、

よ
り
大
き
な
経
済
効
果
、
雇
用
創
出
効

果
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。  　

問
大
麻
大
型
共
同
作
業
場
は
雇
用
の
場

と
人
材
育
成
の
場
と
し
て
︑
仕
事
の
な

い
人
達
の
た
め
に
建
築
さ
れ
な
が
ら
︑

行
政
の
取
り
組
み
と
し
て
今
ひ
と
つ
力

が
入
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
︑
作
業

場
の
意
味
を
な
く
し
て
い
る
︒
現
在
の

作
業
状
況
は
︑
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
︒
共
同
作
業
は
何
を
目
的
と
し

て
い
る
の
か
︒
10
年
位
の
間
︑
閉
鎖
し

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
が
︑
現
在
は
２

人
で
内
職
の
よ
う
に
し
て
い
る
︒
こ
ん

な
こ
と
で
よ
い
の
か
︒
地
元
で
働
き
た

い
と
い
う
人
も
お
り
︑
私
も
頼
ま
れ
て

探
し
て
い
る
︒
一
日
も
早
く
雇
用
し
て

い
た
だ
け
る
企
業
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
︒

ま
た
︑
作
業
場
が
建
築
さ
れ
て
何
年
に

な
る
の
か
︒　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

答
大
麻
大
型
共
同
作
業
場
は
、
本
市
の

産
業
振
興
と
市
民
の
就
労
の
場
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
61
年
に
整
備

さ
れ
、
築
37
年
が
経
過
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
衣
料
・
繊
維
製
品
や
充
電
器
・

充
電
バ
ッ
テ
リ
ー
を
手
掛
け
る
企
業
な

ど
の
製
造
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
産
業

長
濱　

賢
一

な
が 

は
ま

け
ん 

い
ち

八
木　
　

亨

や　

 

ぎ

と
お
る

︵
平
成
な
る
と
︶



１１１１

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
関
す

　
る
公
文
書
の
不
存
在

国
民
健
康
保
険
料
に
お
け
る

子
育
て
世
帯
へ
の
負
担

住
吉
丸
事
件

　
　
　
　
犠
牲
者
の
追
悼
を

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

個
人
質
問

住
吉
丸
事
件
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
戦
争
と
平
和

問
昭
和
20
年
８
月
２
日
︑
宝
塚
海
軍
航

空
隊
予
科
練
習
生
を
乗
せ
た
木
造
機
帆

船
﹁
住
吉
丸
﹂
が
島
田
島
沖
合
の
鳴
門

海
峡
で
米
軍
機
に
襲
撃
さ
れ
︑
82
名
の

少
年
兵
が
戦
死
し
た
︒
こ
の
住
吉
丸
事

件
を
島
田
小
学
校
の
児
童
た
ち
は
戦
争

の
歴
史
に
学
ぶ
平
和
教
育
と
し
て
朗
読

劇
で
語
り
継
い
で
き
た
︒
今
で
も
旧
島

田
小
学
校
の
﹁
メ
モ
リ
ア
ル
ル
ー
ム 

き

ず
な
﹂
に
当
時
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て

い
る
︒﹁
み
ん
な
で
守
っ
た
大
切
な
命 

命
輝
か
せ
て 

生
き
た
い
﹂
と
大
き
く
書

か
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
心
打
た
れ
る
︒

現
在
の
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
平

和
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
︒　
　
　

答
本
市
の
中
学
校
に
お
け
る
道
徳
の
学

習
資
料
「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」
に
お

い
て
、
住
吉
丸
事
件
で
実
際
に
少
年
兵

の
救
助
に
あ
た
っ
た
大
上
猪
之
吉
氏
の

戦
争
体
験
が
聞
き
書
き
の
形
で
「
慟
哭

の
海―

少
年
兵
の
救
助―

」
と
題
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
鳴
門
で
も
多
く
の

若
い
命
が
戦
争
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
悲

惨
さ
と
、
命
が
け
で
少
年
兵
た
ち
を
救

助
し
た
地
域
の
先
人
た
ち
が
い
た
歴
史

を
知
る
こ
と
で
、
戦
争
お
よ
び
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
の
問
題
と

し
て
考
え
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。  　

　

ま
た
、
郷
土
の
偉
人 

賀
川
豊
彦
の
生

涯
や
板
東
俘
虜
収
容
所
で
の
人
道
的
処

遇
、
地
域
住
民
と
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
と
の

友
好
的
交
流
を
学
ぶ
な
ど
、
地
域
の
誇

り
得
る
史
実
を
継
承
し
、
戦
争
と
平
和

に
つ
い
て
子
供
た
ち
の
認
識
が
深
ま
る

平
和
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。  　
　
　

問
少
年
た
ち
の
命
日
で
あ
る
８
月
２
日

に
︑
大
島
田
の
田
尻
浜
の
﹁
宝
塚
海
軍

航
空
隊
予
科
練
習
生
救
助
顕
彰
碑
﹂
の

前
で
追
悼
式
を
開
催
で
き
な
い
か
︒　

答
顕
彰
碑
は
地
元
の
方
々
の
清
掃
や
除

草
で
大
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
毎
年

５
月
開
催
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
門
市
戦
没 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
追
悼
式
や 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
和
学
習
な 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
を
通
じ
て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
世
に
伝
え 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
る
よ
う 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
し
て
い 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
津　

良
裕

み　

 

つ

よ
し 

ひ
ろ

︵
創
心
ク
ラ
ブ
︶

希望する新１年生に
無償配付される
リュックサック

問
最
初
か
ら
全
員
分
を
確
保
し
全
員
配

付
と
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
︑
配
付
が

希
望
者
だ
け
で
︑
色
も
先
着
順
と
す
る

な
ど
︑
な
ぜ
子
ど
も
た
ち
を
競
争
原
理

に
巻
き
込
む
の
か
理
解
で
き
な
い
︒
対

象
者
全
員
が
希
望
し
た
場
合
︑
全
員
分

を
３
色
ご
と
に
確
保
し
て
い
る
の
か
︒

答
今
後
の
転
入
者
も
見
込
み
、
対
象
者

全
員
か
ら
の
申
込
み
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。
色
も
、
お
お

む
ね
第
１
希
望
の
色
を
配
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
現
在
︑
市
で
は
子
ど
も
も
保
険
料
算

定
の
対
象
と
し
て
い
る
た
め
︑
子
ど
も

が
多
い
ほ
ど
負
担
が
大
き
い
︒
子
育
て

先
進
都
市
を
謳
う
市
と
し
て
は
︑
出
産

や
子
育
て
へ
の
影
響
や
近
隣
自
治
体
と

比
べ
て
少
子
化
が
顕
著
な
こ
と
を
踏
ま

え
て
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
だ
が
︑
保

険
料
算
定
の
際
︑
子
ど
も
の
人
数
が
ど

の
よ
う
に
影
響
し
︑
そ
の
額
が
ど
の
程

度
の
負
担
に
な
る
の
か
︒　
　
　
　
　

答
保
険
料
の
う
ち
均
等
割
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
年
齢
に
関
わ
ら
ず
大
人
と
同

じ
額
を
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

令
和
５
年
度
で
は
１
人
あ
た
り
年
額
医

療
分
２
万
６
１
０
０
円
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
７
８
０
０
円
の
合
計
３
万
３

９
０
０
円
の
負
担
と
な
る
。  

　
　
　
　

問
今
回
も
、
新
た
に
施
設
に
関
す
る
公

文
書
の
不
明
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ

の
う
ち
完
全
燃
焼
の
範
囲
変
更
に
関
す

る
公
文
書
は
本
当
に
作
成
さ
れ
た
の
か
。

そ
の
公
文
書
の
所
在
を
示
す
フ
ァ
イ
ル

基
準
表
が
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
の
で

は
な
い
か
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
施
設
建
設
工
事
の
契
約
を
締
結
し
た

平
成
16
年
度
か
ら
竣
工
し
た
平
成
19
年

度
ま
で
の
フ
ァ
イ
ル
基
準
表
に
記
載
は

な
く
、
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
に

お
い
て
も
経
緯
な
ど
に
関
す
る
書
類
の

存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

公
司

う
え  

だ

こ
う 

 

じ

新
１
年
生
へ
の
リ
ュ
ッ
ク

　
　
　
サ
ッ
ク
の
無
償
配
付

宝塚海軍航空隊予科練習生救助顕彰碑



１２１２

出 前 講 座

　令和５年７月７日、ＪＡ大津松茂において、「いきいきサロン

はすの実」の会員 16 名を対象に「鳴門市の議会」をテーマに

出前講座を開催しました。　　　　　　　　　　　　　　　　

　出前講座の前半では、資料を使って「市議会の権限と役目」「議

会の組織」「議会の運営」などについて詳しく説明しました。

　また、後半では、市議会の活動を紹介することを目的にテレ

ビ鳴門にて年に４回放送している議会広報番組「ようこそ！市

議会へ」を視聴していただき、市議会の定例会の流れなどにつ

いて理解していただきました。　　　　　　　　　　　　　　

　参加者からは、普段見ることがない委員会の様子を知ること

ができて有意義だったとの意見や、議会で議決したことを実行

する市長の執行権に関する質問、新庁舎の議場の場所について

の質問などがあり、それぞれに対して詳しく解説し、議会への

理解・関心を深めていただきました。　　　　　　　　　　　

～鳴門市の議会～（ＪＡ大津松茂）

∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽・∽

議案審議の流れ
本会議（全議員で構成する会議で、議会の権限に関するすべての意思決定を行います。）

本会議

閉　　　会

委員会【付託議案審査】

開　　　会 会議を開くには議員定数の半数以上の議員の出席が必要です。

議 案 提 出 議案には、市長から提出されるものと、委員会や議員から提出されるものがあります。

議 案 説 明 議案について提出者から内容の説明があります。

質疑・答弁 議員が議案について質疑を行い、市長などが答弁します。

委員会付託 質疑が終わると、議案などをさらに詳しく調べるために、委員会に審査を付託します。

委員長報告 委員会審査が終わると再び本会議を開き、委員会で決まった審査結果を委員長が報告します。

質　　　疑 委員長の報告についての質疑をします。

討　　　論 議案について賛成か反対かの意見を述べます。

表　　　決 議案について賛成か反対かを出席議員の過半数で決めます。

議案や請願などについて審査し、委員会として賛成か反対かの態度を決めます。
説　　　明
質　　　疑
表　　　決

※出席議員の３分の２など、一部特別
　多数を必要とするものもあります。(　　　　　　  )



１３１３

議長室で議長と一緒に

市議会・議員の
役割について学習

議長と名刺交換

一日市長体験に参加した小学生が市議会を訪問

【市内の高校と市議会との連携】

　鳴門市議会では、令和４年８月に、高校生の視点から市民の声を市政に反映させること

を目的として、高校生と市議会議員がテーマに沿って意見交換を行う「高校生会議」を開

催しました。その後も、令和５年１月に、鳴門渦潮高校・鳴門高校の生徒による「これか

らの鳴門市のまちづくり」についての政策提案が議長・市長に対して行われました。　　

　この高校と市議会との連携の絆を大切にし、今後も継続した取り組みを行いたいと考え、

今年度は、両校に議会だよりの表紙制作（９月号：鳴門渦潮高校／ 12 月号：鳴門高校）

を依頼しました。（※今回の表紙に関する特集記事はＰ14・Ｐ15 をご覧ください。）　　　

　今後も高校と市議会との連携の絆を大切にしながら、高校に限らず、他の組織・団体な

どとの連携の輪も広げていきたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　

高校生会議（R4.8.2） 高校生による「これからの鳴門市のまちづくり」
についての提案（R5.1.16）

　令和５年８月２日、子どもたちの市政やまちづくりへの関心と理解を深め、郷土愛を育む

ことを目的として一日市長体験が行われ、７名の小学生が参加しました。

　その中で、市議会にも小学生が訪れ、市長体験で作成した名刺を議長と交換したあと、市

議会・議員の役割について説明を受けました。



１４１４

「議会だより」の表紙を制作

～～～～「議会だより 124 号」表紙制作者紹介～～～～

《表紙の説明》 私たちの日頃の学校生活では『広い視野で未来を見つめ、今を行動すること』を

それぞれの生徒が行っています。それを俯瞰的な視点と飛躍を表す『若鷹』にし

ました。

【表紙を制作しての感想】
Ｑ．今回、議会だよりの表紙制作の依頼を受けてどのように思いましたか？
Ａ．普段は正直あまり見ないもので、内容が難しそうなイメージでしたが、自分たちが作
　成を任されてからは、議会だよりのレイアウトや内容を読んでいくうちに、親しみやす
　いというイメージに変わりました。

Ｑ．制作時間はどれくらいかかりましたか？ 
Ａ．けっこうかかりました。１ヶ月ぐらいでしょうか。

Ｑ．制作にあたり苦労したことや楽しかったことはありましたか？
Ａ．私たちが日頃切磋琢磨している姿を、どの写真でどのように表現すれば伝わるか、み
　んなで考えました。

Ｑ．議会に対してどのようなイメージを持つようになりましたか？
Ａ．  表紙作成にあたって、議員の皆さんと意見交換をさせていただいたり、議会事務局の
　方々と打合せをする中で、鳴門市に対する熱い思いを感じました。

Ｑ．議員に接してみてどう感じましたか？
Ａ．私たち高校生の意見にしっかりと耳を傾けてくれたことが嬉しかったです。
　非常に話しやすいと感じました。

Ｑ．これからの鳴門市議会になにを期待しますか？
Ａ．堅苦しい会議ではなく、「議員さん×高校生＝まちづくり」についてざっくばらんに
　話し合える機会を継続的に設けてほしいです。

次号 (125 号 )は、鳴門高校制作の表紙を掲載します。

〈鳴門渦潮高校スポーツ科学科〉

〈鳴門渦潮高校職員〉

やまもと  そ　ら

ち　ば　ゆ　き　な

こ やま ゆず き

こざくら  き　よ

辻川　綾音 さん(３年)　　　千葉友貴奈 さん(３年）

山本　蒼空 さん(３年)　　　小山　柚葵 さん(３年）

小櫻　祈代 さん(３年)

つじかわ あや ね

金本　賢治 校長

かねもと けん じ

猪上　翔太 教諭（社会科主任）

いのうえ しょうた

平山　隆恵 教頭

ひらやま たか え



１５１５

鳴門渦潮高校の生徒が特別
企画
特別
企画

打合せの様子

　表紙制作にあたってのスケジュールなどについて、鳴門渦潮高校の担当教諭も同席され、生徒２

名と議会事務局職員で打ち合わせを行いました。

　表紙制作に関する意見や質問をたくさんいただくなど、表紙制作への意気込みが感じられました。

議員との意見交換

　鳴門渦潮高校の生徒５名と議長および議会広報委員６名が意見交換を行いました。

　最初はお互いに緊張した様子でしたが、すぐに打ち解け、和気あいあいとした雰囲気で意見交換

できました。高校生の皆さんからは、表紙に関することをはじめ、市議会のことなどについて、た

くさんの質問があり、議長および委員がそれぞれ回答しました。

鳴門市議会の

特色は？

今、議会ではど

のようなことを

しているの？



１６１６

ご　意　見　箱

～議会活動に関するご意見を募集しています～

次のいずれかの方法でご提出ください。

①鳴門市議会公式ウェブサイトの

 　「鳴門市議会　ご意見箱」ペー

　ジから「入力フォーム」に必要

　事項をご入力の上、送信。

②鳴門市役所 本庁舎１階 総合案内前に設置している

　ご意見箱に投函。

【提出方法】

※ご意見に対する回答はいたしませんが、個人情報に配慮の上、鳴

　門市議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合があり

　ます。個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する

幅広いご意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」

を設置しています。

もっと議会を知りたい

【議会を動画配信で見よう】
　本会議と委員会の模様は、イン
ターネット中継と録画配信でご覧
いただけます。
　また、本会議の模様は、テレビ
鳴門でも生放送に加え、録画放送
を行っています。

【会議録をウェブサイトで見よう】
① 「鳴門市議会」を検索
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
　の「会議録検索システム」から
　ご覧になりたい会議録を検索

《傍聴にお越しください》
令和５年第３回定例会は上記の日程で開催予定です。
本会議、各常任委員会の傍聴に、ぜひお越しください。
 ・本会議…議場    　　　・委員会…委員会室
　（受付：東側階段より３階議場入口）　　　　　　（受付：中央階段またはエレベーターで 3 階議会事務局）
　※当日、受付にて氏名、住所、年齢をご記入ください。 傍聴券をお渡しし、係員がご案内いたします。

《議会広報委員会》
委 員 長 : 上田　公司
副委員長 : 前田ナツ子
委　　員 : 潮崎　憲司・小西　　努・宅川　靖次
 　 橋本　国勝・藤田　茂男・梶　　達矢
 　 浜　　盛幸

　議会広報委員会では、議会だよりを幅広い世代の方

に見て頂くため、新しい試みで高校生の皆さんに表紙

のデザインをお願いしました。今回は鳴門渦潮高校の

皆さんにご協力いただいており、次回は鳴門高校の皆

さんです。お楽しみに！　　　　　（副委員長：前田ナツ子）

令和５年第３回定例会の予定 (９月６日～９月 27 日 )
日

４ ５ ６ ７ ８ ９９月３日

２ ３ ４ ５ ６ ７10 月 1 日

９ 10 11 12 13 14８

11 12 13 14 15 1610

18 19 20 21 22 2317

2524 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土

開会／本会議

一般質問 (代表 )

予算決算委員会
全員協議会

一般質問
通告締切

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、 ■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問 (個人 ) 一般質問 (個人 ) 総務文教委員会

生活福祉委員会 産業建設委員会 予算決算委員会

本会議／閉会
予算決算委員会

予算決算委員会

全員協議会

議会運営委員会
全員協議会

議会運営委員会

予算決算委員会

予算決算委員会 予算決算委員会

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。
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